
〔問 1〕 

(1) A.  ① イ / ② オ  ：could be lost to automation（ウ-イ-エ-オ-ア） 

B.  ③ ウ / ④ エ  ：lessen the chance of being replaced（イ-オ-ウ-ア-エ） 

C.  ⑤ オ / ⑥ ア  ：whose job is coming up（オ-ウ-イ-ア-エ） 

D.  ⑦ ア / ⑧ オ  ：be a long time before（イ-ア-エ-オ-ウ） 

E.  ⑨ ア / ⑩ イ  ：no immediate threat to job（ウ-ア-エ-オ-イ） 

(2) 社会的なやりとりに関しては，ロボットに対応されるよりも人間に対応してほしいとほとんど人が望んでいる

こと。 

(3) ア 

 

〔問 2〕 

(1) ①     カ ②     オ ③     ケ ④     ア ⑤     ク 

⑥     キ ⑦     イ ⑧     コ ⑨     ウ ⑩     エ 

(2) この子供が下肢切断手術を生き抜いて，その後何年も生きたと推定されていることは，驚くべきことである。 

(3) 植物由来の薬を使用して鎮静させるような，手術中の疼痛管理をその子供が受けていたのかどうかという疑問。 

 

〔問 3〕 

(1) 彼らの論文研究は，過去の 126 の論文をまとめ，昆虫の受粉活動が減ったり，春の樹木の発芽が早くなったり

することから，海鳥が灯台へと飛び込んできてしまったり，ウミガメが夜明けの太陽を求めて明るいホテルへ

と間違ってさまよっていってしまったりすることまで，その影響の度合いを評価した。 

(2) そこから生じる結果は，完全に否定的であるわけではない。当研究者が言うには，ある地域に生息する一部の

種が夜の人口光から利益を得ているとのことだ。より早く生育する木があったり，繫栄するコウモリもいたり

したわけだ。しかし，殺虫灯や高速で動く車のランプに引き寄せられる昆虫にとっては特に，その全体として

の影響は破滅的であると彼らは述べた。 

(3) 人間にはいまだに夜闇が怖いという感覚があり，夜を明るくしたいという深く根差した欲求があるから。 

 

〔問 4〕 

(1) When you are ill, you have lost your life rhythm and mental balance. 

[別解] If your life rhythm and mental balance are disrupted, you become [fall] ill. 

[別解] When you fall ill, your daily rhythm and mental balance are no in good condition. 

(2) Illness is a form of (warning) signal which tells [shows] you the need to change your ways of living [that you should change 

your ways of living]. 

[別解] Illness can be a sign from your body that it’s time to change how you’ve been living. 

(3) If you face the truth [the fact that you are ill] and are mentally ready [prepared] to tackle with your illness, you can make 

your immune system activated and put your body through healing [to a better position for healing]. 



 

 

～講評～ 

〔問 1〕：「将来 AI に奪われる仕事・そうでない仕事の特徴」についての英文。5 カ所の整序問題、指示語説明問題、同意語選択問題が

出題された。(2)の指示語説明問題は、指示内容を上手い日本語でまとめるのに少し苦労したかもしれない。(3)の同意語選択は、

stave off 自体は知らなくてもよい単語なので、選択肢の中から文脈に即すものを選ぶ能力が試された。 

〔問 2〕：「3 万 1 千年前に四肢切断手術が行われていたことを示す証拠が発見された」というテーマの英文。例年通りの出題である、

10 カ所の穴埋めと、指示内容を含む和訳 1 題に、下線部の具体内容説明という構成であった。それほど難解な箇所はなかった

ので、失点を最小限におさえたい大問であった。 

〔問 3〕：「光害」に関して述べた英文。和訳 2 題に下線部説明 1 題の構成。和訳箇所は昨年より長くなっていたが、構造が難しいもの

はなく、読解内容を踏まえて適切な訳語を考え、自然な日本語で表現できたかがポイントであった。(1)は From A to B が作る

具体から始まる英文だったが、抽象部とうまく連結させて書くと、きれいな日本語になる。 

〔問 4〕：和文英訳問題。3 文の英作文であり、昨年度と分量的には同程度だった。「病気」がテーマだったが、医学的内容に踏み込ん

だものではなく、一般的な内容で専門用語もあまり登場しなかったので、かなり書きやすかった印象である。ただし、(3)「治癒

に向かって態勢を整える」の部分に関しては、いかに自然な英語で書くことができるかを考えて悩んだ受験生もいるかもしれな

い。 

大問構成・出題傾向の大きな変化はなかった。昨年度よりは記述量がやや増えた。難易度は、問 1～問 3 の長文読解問題は昨年度並

みか、昨年度よりほんの少し難化した程度、英作文は昨年度並みである。合格には 70％が目標。 

 

 


